
15 

 

(１)第６学年の実践例 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○右は 6 月の意識調査の結果である。3 割  

の子どもたちが国語への苦手意識を持っ  

ていることがわかった。友だちの考えを  

もとに学習することに関しては、有用感  

を感じている児童が多いことから、ペア  

やグループ学習を取り入れ、対話のよさを実感させることが有効であると考える。  

また、タブレット端末に対する学習意欲が非常に高いことから、効果的活用を行う  

ことが主体的な学びにつながると期待できる。  

      とても    だいたい    あまり あてはまらない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《視点５》ＩＣＴ活用を促す授業実践の開発  

○本教材は、「自分が住んでいる町に訪れた人に、町のよさやおすすめの場所をパンフ  
レットで伝える」という設定となっており、単なる紹介ではなく、積極的な働きかけを
もつパンフレットを目指している。さらに、情報を取捨選択し、表現技法を工夫した
り、文章全体の構成を考えたりして、主体的に書くことに関わることができる教材であ
る。  

○「人に薦める」という目的を掲げることで、子どもたちはより読み手を意識し、構成に
こだわり学習を進めていくことができる。住んでいる町を改めて見直す機会となり、町
のよさを効果的に伝える方法を考え、実践していく力を育むことができると考える。  

単元について 

児童の実態（２９名） 

・「甲佐町のよさを伝える」というテーマ

のもと、取材場所を子ども自らが決定

し、実際に取材に行くことで、学習活動

への意欲を高める。 

 

・甲佐町のパンフレットを参考にさせ、よ

さを見つけ交流し合うことで、読み手を

意識した効果的な表現技法や構成につい

ての考えを深める。 

 

・学習形態を工夫し、思考の場を広げてい

くことで、多様な表現方法に気付かせ、

深い学びにつなげる。 

 

・効果的な表現技法等は常時掲示し、パン

フレット作成の手立てとする。 

 

 

・取材では、タブレット端末を使用し、子

どもが自分で対象物を選び、主体的に情

報活用を行えるようにする。 

 

・新聞作成ソフトを活用し、基本的な新聞

記事の書き方をつかませる。 

 

・子どもたちの作成した記事は電子黒板で

その都度紹介し、相違点や気付きを全体

で共有させる。互いのよさを意識するこ

とで、協働して学ぶことのよさを実感で

きるようにする。 

 

・総合的な学習の時間を活用し、文字入力

や写真の取り込みの方法等、タブレット

端末の技能の習得を積み重ねておく。 

ＩＣＴ活用の手立て 

国語：単元名 町のよさを伝えるパンフレットをつくろう 
「ようこそ私たちの町へ」（光村図書 ６年） 

 

①国語 の学 習は 好き で すか  

 

②友だ ちの 考え を聞 いたり  

全体で 交流 した りす ること は  

自分の 為に なり ます か  

 

③タブ レッ ト 端 末を 使う学 習は  

好きで すか  

 

 

◎パンフレットの特色をつかみ、集めた情報を整理し、文章全体の構成や、見出しやリ

ード文、解説文などを工夫することができる。 

○引用したり、写真や図を用いたりして、伝えたいことが明確になるように書くことが

できる。 
○パンフレットについて、目的や構成の観点から助言し合うことができる。  
 

単元の目標 
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達成感を持たせ

るタブレット端末の活用 

 

１次（１・２時） ２次（３～１２時） ３次（１３時） 

○甲佐町の好きな所
や特徴を話し合う。 

○パンフレットの特
徴や形式を知る。 

○パンフレットの構想を練る。 
○取材計画を立てる。→取材に行く。→情報を整理
する。 

○よりよい記事の書き方や構成について考える。 
○タブレット端末で下書きをする。→推敲し、仕上げる。 

○パンフレットを
読み合い、互い
に助言し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【考察】 

○導入における電子黒板の活用は、課題に対する視覚化と焦点化を図る上で有効だった。一部分

だけ提示したり、拡大したりできるので、学習への興味関心を一気に高めることができた。  

○全体交流において、班で作成した記事を電子黒板で提示したことは、課題の共有化につながっ

た。良い点を推薦してもらった班が全体発表を行うことで、発表者も意欲的に自分たちの記事

について説明する姿が見られた。 

●全体交流での学びは、発表の時間が大体を締めていた。深い学びを育むためには、話し合いの

視点を設けたり、考えを焦点化させたりするための手立てや発問の工夫が必要である。 

指導計画（13 時間取り扱い） 

授業の実際（８/１３時間目） 

①つかむ 

②考える 

④  ③深める 

深い学び 

導入時、パンフレットの共通課題を電子黒板で示した。一部

だけ見せる、または拡大して見せることで、対象物への興味関

心が高まり、パンフレット作成への意欲付けにつなげた。 

視覚化と焦点化で、課題に対する興味関心を高める 

主体的な学び 

パンフレットをレベルアップする工夫

を具体的に理解させるため、記事の一部

分を取り出し、文章のよさを全体で確認

した。板書が、記事と文章を結びつけて

考えたり、工夫点を意識しながら書いた

りすることに役立った。 

一人学びで作成したシートを

もとに班学習を行い、一つの記

事へ仕上げていった。 

①班学習→②班同士で交流発

表→③電子黒板での全体交流

と、学習形態を変化させたこと

は、多様な対話が生まれるきっ

かけとなった。 

さらに電子黒板で拡大化、焦

点化させることで、子どもたち

は自分たちの記事と比較し、相

違点やよさに着目して話し合い

を深めていた。 

 作成した記事は、タブレ

ット端末で編集を行った。

検討した記事を活用できる

ため、子どもたちは意欲的

に入力作業に取り組むこと

ができた。 

考えの見通しを板書し、一人学びの充実を図る 

対話から深い学びへとつなげる学習形態の工夫 

対話的な学び 

主体的な学び 
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